
(57)【要約】

【課題】　安価で施工が容易な接合金物およびこの接合

金物を使用した接合方法を提供する。

【解決手段】　所定の間隔を空けて配置された一対の鋼

板と、これら鋼板の間に挿入されるボルトとを備える接

合部材であって、前記ボルトの端部に位置する係止部材

が前記一対の鋼板に係止することにより、前記ボルトが

前記一対の鋼板の間から抜出することを防止する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 一 対 の 鋼 板 と 、 こ れ ら 鋼 板 の 間 に 挿 入 さ れ る ボ ル ト と を
備 え る 接 合 部 材 で あ っ て 、 前 記 ボ ル ト の 端 部 に 位 置 す る 係 止 部 材 が 前 記 一 対 の 鋼 板 に 係 止
す る こ と に よ り 、 前 記 ボ ル ト が 前 記 一 対 の 鋼 板 の 間 か ら 抜 出 す る こ と が 防 止 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 係 止 部 材 が 、 直 径 が 前 記 所 定 の 間 隔 よ り も 大 き く 設 定 さ れ た ナ ッ ト で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 係 止 部 材 が 、 前 記 ボ ル ト の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ナ ッ ト と 前 記 一 対 の 鋼 板 間 に 差 し
渡 さ れ 、 前 記 ボ ル ト と 前 記 一 対 の 鋼 板 に よ り 挟 着 さ れ る 座 金 鋼 板 と か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 対 の 鋼 板 の 間 に 、 前 記 所 定 の 間 隔 を 埋 め る 間 隙 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 間 隙 部 材 は 、 前 記 ボ ル ト の 位 置 に 応 じ て 複 数 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 間 隙 部 材 は 、 木 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 接 合 金 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 接 合 金 物 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 接 合 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 木 質 構 造 建 築 物 の 部 材 の 接 合 に 係 わ り 、 ボ ル ト を 用 い て 部 材 を 接 合 す る た
め の 建 築 物 に お け る 接 合 部 の 固 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 木 造 建 物 の 接 合 部 に 使 用 さ れ る 接 合 金 物 に は 軸 組 工 法 用 金 物 規 格 に 適 合 し そ の 認
定 を 受 け た 金 物 が 広 く 利 用 さ れ て き た 。 し か し こ れ ら 金 物 は 木 材 の 表 面 に 取 り 付 け て 使 用
す る た め 、 仕 上 げ が 施 さ れ ず 木 材 を む き だ し で 建 て ら れ た 建 物 に は 、 美 観 上 の 問 題 で 別 の
接 合 方 法 が 利 用 さ れ る 。 こ れ ら の 接 合 金 物 に は 特 許 文 献 １ ～ ３ が あ り 、 こ れ ら は 外 部 か ら
金 物 が 見 え な い よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ６ ０ １ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ ８ ３ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ ８ ０ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 技 術 に よ れ ば 、 特 殊 な 加 工 が 施 さ れ た ボ ル ト 、 ま た は 金 具 が 必 要
で あ り 、 高 価 で あ る 。 ま た こ れ ら の 接 合 金 物 で は 、 雌 ね じ 部 が 見 え な い 状 態 で ボ ル ト が 累
合 で き る よ う に 建 築 部 材 を 位 置 決 め す る 必 要 が あ り 、 施 工 が 困 難 な 場 合 が 多 い 。 本 発 明 は
こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 接 合 に 使 用 す る 金 物 の 製 作 を 簡 素 化 し 、 さ ら に ボ
ル ト の 取 付 け が 容 易 な 接 合 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 所 定 の 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 一 対 の 鋼 板 と 、 こ れ ら 鋼 板 の 間 に 挿 入 さ れ る
ボ ル ト と を 備 え る 接 合 部 材 で あ っ て 、 前 記 ボ ル ト の 端 部 に 位 置 す る 係 止 部 材 が 前 記 一 対 の
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鋼 板 に 係 止 す る こ と に よ り 、 前 記 ボ ル ト が 前 記 一 対 の 鋼 板 の 間 か ら 抜 出 す る こ と が 防 止 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 接 合 金 物 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 接 合 金 物 は 、 前 記 係 止 部 材 が 、 直 径 が 前 記 所 定 の 間 隔 よ り も 大 き く 設 定 さ れ た
ナ ッ ト で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 接 合 金 物 は 、 前 記 係 止 部 材 が 、 前 記 ボ ル ト の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ナ ッ ト と 前
記 一 対 の 鋼 板 間 に 差 し 渡 さ れ 、 前 記 ボ ル ト と 前 記 一 対 の 鋼 板 に よ り 挟 着 さ れ る 座 金 鋼 板 か
ら な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 接 合 金 物 は 、 前 記 一 対 の 鋼 板 の 間 に 、 前 記 所 定 の 間 隔 を 埋 め る 間 隙 部 材 が 設 け
ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 本 発 明 の 接 合 金 物 は 、 前 記 間 隙 部 材 が 、 前 記 ボ ル ト の 位 置 に 応 じ て 複 数 に 分 割 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 接 合 金 物 は 、 前 記 間 隙 部 材 が 、 木 材 か ら な る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 部 に 使 用 す る 金 物 の 製 作 が 簡 素 化 で き る 。 ま た 、 仕
組 み が 簡 単 な た め 製 造 が 容 易 で 、 コ ス ト の 軽 減 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 最 も 簡 易 な 構 成 で 接 合 部 の 固 定 を 実 現 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 鋼 板 の 間 隔 に 応 じ た 適 当 な サ イ ズ の 座 金 鋼 板 を 使 用 す る
こ と で ボ ル ト を 係 止 さ せ る こ と が で き る の で 、 鋼 板 の 間 隔 の 調 整 幅 を 大 き く す る こ と が で
き 、 よ り 多 く の 施 工 条 件 に 対 応 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 鋼 板 の 安 定 な 状 態 に し て 施 工 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、
施 工 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ボ ル ト の 位 置 に 応 じ て 間 隙 部 材 が 複 数 に 分 割 さ れ て い る
の で 、 建 築 部 材 の 鋼 板 挿 入 用 孔 に 予 め ボ ル ト を 位 置 決 め し て か ら 接 合 金 物 を 鋼 板 挿 入 用 孔
に 挿 入 す る こ と が 可 能 に な る な ど 、 施 工 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 金 物 を 低 価 格 化 で き 、 鋼 板 の 間 隔 の 調 整 が 容 易 と な
り 、 有 る 程 度 の 施 工 誤 差 を 吸 収 す る こ と が 可 能 に な る な ど の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 施 工 が 極 め て 容 易 で あ る と 共 に 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 達
成 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 第 １ の 実 施 の 形 態 〕
　 図 １ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 接 合 金 物 の 概 略 斜 視 図 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 の 接 合 金 物 は
、 ボ ル ト １ と 、 左 右 一 対 の 鋼 板 ２ 、 ２ と 、 角 材 （ 間 隙 部 材 ） ４ と か ら 概 略 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 鋼 板 ２ 、 ２ は 、 略 長 方 形 の 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 所 定 の 間 隔 が 空 け ら れ て い る 。 こ の
一 対 の 鋼 板 の 間 に ボ ル ト １ が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の ボ ル ト １ の 先 端 に は 、 ナ ッ ト １ ａ お よ
び ワ ッ シ ャ ー １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 鋼 板 ２ 、 ２ の 上 端 部 に 鋼 板 間 の 間 隔 よ り も 大 き い サ イ ズ の 座 金 鋼 板 ３ が 差 し 渡 さ
れ て お り 、 こ の 座 金 鋼 板 ３ を ナ ッ ト １ ａ （ 又 は ワ ッ シ ャ ー １ ｂ ） と 鋼 板 ２ 、 ２ の 上 端 部 で
挟 着 す る よ う に し て 、 ボ ル ト １ が 鋼 板 ２ 、 ２ の 間 か ら 抜 け な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 座 金 鋼 板 ３ に は 、 ボ ル ト １ 挿 入 用 の 穴 と し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な 円 形 孔 ま た
は 図 ２ （ ｂ ） の よ う な ル ー ズ ホ ー ル が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 鋼 板 ２ 、 ２ の 間 隔 よ り も 大 き い 直 径 の ナ ッ ト １ ａ を 使 用 し 、 ナ ッ ト １ ａ を 鋼 板 ２
、 ２ の 上 端 に 係 止 さ せ る こ と で ボ ル ト １ が 鋼 板 ２ 、 ２ の 間 か ら 抜 け な い よ う に す る こ と も
可 能 で あ り 、 そ の 場 合 に は 、 座 金 鋼 板 ３ は 必 ず し も 使 用 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 鋼 板 ２ 、 ２ の 間 に 挟 ま れ た 角 材 ４ に よ っ て 、 鋼 板 ２ 、 ２ が 転 倒 す る こ と が 防 止 さ
れ る 。 こ の 角 材 ４ は 、 単 一 の 角 材 に ボ ル ト １ の 挿 通 用 の 孔 を 形 成 し た も の を 使 用 し て も 良
い が 、 図 １ に 示 す よ う に 左 右 二 つ に 分 割 し た も の を 使 用 す る こ と で 施 工 の 自 由 度 を 高 め る
こ と が で き る 。 こ の 角 材 ４ と 鋼 板 ２ 、 ２ を 固 定 す る 場 合 に は 、 接 着 剤 ま た は 鋼 板 ２ に 穴 を
開 け 釘 、 木 ビ ス 、 木 ね じ で 留 め る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 ボ ル ト １ と ナ ッ ト １ ａ は 図 １ （ ａ ） の よ う に 分 か れ て い て も 良 く 、 図 １ （ ｂ ） の
よ う に 一 体 に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 接 合 金 物 を 利 用 し た 接 合 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 接 合 金 物 を 利 用 し た 接 合 方 法 の 一 例 で あ る 。 こ の 図 ３ で は 、 基 礎 ６ に 予
め 設 置 し て お い た ボ ル ト １ に 部 材 ５ を 接 合 す る 方 法 を 示 し て い る 。 部 材 ５ に は 前 も っ て 先
端 に ボ ル ト の 挿 入 用 穴 ５ ａ と 、 直 交 に 鋼 板 挿 入 用 穴 ５ ｂ 、 お よ び ボ ル ト 締 付 け 用 孔 ５ ｃ を
設 け 、 鋼 板 挿 入 孔 ５ ｂ に 角 材 ４ を 挟 ん だ 鋼 板 ２ 、 ２ を 挿 入 し て お く 。 こ の 部 材 ５ を ボ ル ト
１ の 上 か ら 、 ボ ル ト の 挿 入 用 穴 ５ ａ に ボ ル ト １ を 挿 入 し な が ら 下 ろ す 。 そ の 後 ボ ル ト 締 付
け 用 孔 ５ ｃ か ら 座 金 鋼 板 ３ 、 ワ ッ シ ャ ー １ ｂ 、 を ボ ル ト １ に か ぶ せ 、 ナ ッ ト １ ａ で 締 付 け
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 本 実 施 の 形 態 の 接 合 金 物 に よ れ ば 、 構 成 が 極 め て 簡 単 で あ り 、 鋼 板 ２ 、 ２ と 角 材
４ の 間 の 比 較 的 広 い 空 間 に ボ ル ト １ を 挿 通 し て ナ ッ ト １ ａ で 締 め 付 け る 方 法 で 固 定 が で き
る た め 、 位 置 決 め 精 度 に 余 裕 を 持 た せ る こ と が で き る 。 ま た 、 接 合 し た 後 に は 、 こ の 接 合
金 物 は 外 部 か ら 見 え な く な る の で 、 美 観 的 に も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 第 ２ の 実 施 の 形 態 〕
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 接 合 方 法 の 変 形 例 で あ り 、 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し
て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ の 接 合 方 法 の ボ ル ト 締 付 け 用 孔 ５ ｃ の
位 置 を 、 部 材 ５ の 先 端 付 近 に 設 け た と こ ろ が 異 な っ て い る 。 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、
左 右 ２ つ に 分 割 さ れ た 角 材 ４ 、 ４ が 使 用 さ れ る 。 部 材 ５ に 座 金 鋼 板 ３ 等 を 付 け た ボ ル ト １
を 挿 入 し 、 次 い で 、 一 方 の 角 材 ４ を 挟 ん だ 鋼 板 ２ を 鋼 板 挿 入 用 穴 ５ ｂ を 挿 入 し て 座 金 鋼 板
３ を 鋼 板 ２ に 係 止 さ せ る 。 更 に 、 他 方 の 角 材 ４ を 鋼 板 挿 入 用 穴 ５ ｂ の 多 端 か ら 挿 入 す る 。
そ の 後 、 部 材 ５ を ア ン カ ー ボ ル ト ９ の 上 か ら 下 ろ し 、 ボ ル ト 締 付 け 用 孔 ５ ｃ か ら 長 ナ ッ ト
８ で 、 ボ ル ト １ と ア ン カ ー ボ ル ト 9を つ な げ て 締 付 け る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 第 ３ の 実 施 の 形 態 〕
　 第 ３ の 実 施 の 形 態 も 、 接 合 方 法 の 変 形 例 で あ り 、 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し
て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 部 材 ５ と 直 交 部 材 ７ を 接 合 す る Ｔ 字 形 の 接
合 方 法 を 示 し て い る 。 部 材 ５ に は 前 も っ て 先 端 に ボ ル ト の 挿 入 用 穴 ５ ａ と 、 直 交 に 鋼 板 挿
入 用 穴 ５ ｂ を 設 け 、 直 行 部 材 に は ボ ル ト 挿 入 孔 ７ ａ を 設 け て お く 。 双 方 の 部 材 を つ な ぐ ボ
ル ト １ の 下 部 は 部 材 ５ の 中 で 角 材 ４ を 挟 ん だ 鋼 板 ２ に よ り 固 定 さ れ 、 上 部 は 直 交 部 材 を 貫
通 し て 、 ナ ッ ト １ ａ 等 で 締 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 第 ４ の 実 施 の 形 態 〕
　 第 ４ の 実 施 の 形 態 も 、 接 合 方 法 の 変 形 例 で あ り 、 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し
て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 図 ５ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 直 行 部 材 の
上 部 に 部 材 ５ を 接 合 さ せ た 十 字 形 の 接 合 方 法 を 示 し て い る 。 ボ ル ト １ の 固 定 方 法 は 、 図 ３
に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 第 ５ の 実 施 の 形 態 〕
　 第 ５ の 実 施 の 形 態 も 、 接 合 方 法 の 変 形 例 で あ り 、 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し
て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 は 、 ボ ル ト １ を ２ 本 用 い た 場 合 の Ｔ 字 形 の 接 合 方
法 を 示 し て い る 。 ボ ル ト １ の 固 定 方 法 は 、 図 ４ 、 ５ に 示 す 第 ２ 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 本 発 明 の 細 部 構 成 は 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 一 実 施 の 形 態 の 接 合 金 具 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 座 金 鋼 板 の 孔 形 状 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 接 合 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 接 合 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 接 合 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 接 合 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 接 合 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ・ ・ ・ ボ ル ト 、 　 １ ａ ・ ・ ・ ナ ッ ト 、 　 １ ｂ ・ ・ ・ ワ ッ シ ャ ー 、 　 ２ ・ ・ ・ 鋼 板 、 　 ３
・ ・ ・ 座 金 鋼 板 、 　 ４ ・ ・ ・ 角 材 、 　 ５ ・ ・ ・ 部 材 、 ５ ａ ・ ・ ・ 部 材 の ボ ル ト 挿 入 用 穴 、
　 ５ ｂ ・ ・ ・ 鋼 板 挿 入 用 孔 、 　 ５ ｃ ・ ・ ・ ボ ル ト 締 付 け 作 業 用 穴 、 　 ６ ・ ・ ・ 基 礎 、 　 ７
・ ・ ・ 直 交 部 材 、 　 ７ ａ ・ ・ ・ 直 交 部 材 の ボ ル ト 挿 入 用 穴 、 　 ８ ・ ・ ・ 長 ナ ッ ト 、 　 ９ ・
・ ・ ア ン カ ー ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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